
大阪消団連シンポジウム

※参加申込 下記のWebフォーム または FAX参加申込

https://ssl.form-mailer.jp/fms/28fb9ece886787 →

※申込者には11月18日(水)までに参加方法等をお知らせします。

FAX参加申込（大阪消団連 fax.06-6941-5699）

団体名（個人の方は記入不要）：

お名前 ＊必須 ＊必須 連絡先メールアドレス（お持ちでない方は電話番号）

参加方法 ＊必須（いずれかに○） ・会場参加 ・Zoom参加

問い合わせ：大阪消団連tel.06-6941-3745（平日10～17時）

11月21日(土)
13:30～16:00

大阪科学技術センター
404 会議室 ＆ Zoom
（地図裏面）

無料

＜協力＞

レイチェル・カーソン日本協会
関西フォーラム

＜賛同＞

大阪から公害をなくす会
大阪食糧農業問題研究会
食料を守り日本農業再建を
すすめる大阪府民会議
地球環境市民会議（CASA）
農民組合大阪府連合会

原強さん

レイチェル・カーソン日本協会

関西フォーラム代表

京都循環経済研究所所長

浅井千晶さん

千里金蘭大学

教育学部教育学科教授

（英語園文学、環境文学）

来年に生誕120年を迎えるレイチェル・カーソンが
「沈黙の春」「センス・オブ・ワンダー」に記した

環境汚染・生態系破壊への警句、
“自然の神秘に目をみはる感性”が
現代の私たちに訴える視点について

お話しいただきます。

吉村農園 吉村次郎さん

能勢町の自然の中で

営まれている “耕さない”

リジェネラティブ（環境再生型）農業

  の視点と農地の様子、

日々のご家族の暮らしと

自然の関わりについて

お話しいただきます。

“耕さない”農業 と

レイチェル・カーソン の視点

3人のシンポジストのお話とディスカッション
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